
OtemaeUnlverSlty

丁肋7伽6Sの ヘ ッ ドライ ンの変化 に関す る一考察

AStudyofDiachronicChangeintheHeadlines

ofT加7伽6s

野 波 侑 里

NONAMIYuri

0.序

イギ リスの高級紙71肋7'勿z6∫ は、1785年 創刊以来、約200年 以上に亘 る長い歴史を持っ

名実共にイギ リスを代表する新聞である。71肋77〃16sは 、1785年1月1日 、Dαめ・翫 勿6z3α1

Rθgガs'67という名で創刊 され 、1788年 には現在 の71肋71伽6sに 改名 された。創刊 当初 は、

紙面4ペ ージの小さい活字のみ の新聞であ ったが、現在 では数十ページに亘 り、写真や漫

画、様 々な書体の活字 を織 り込んだ視覚的 にも洗練 された新 聞となっている。 この200年

の間には、歴史上 の様々な事件、革命、戦争が起 こり、それ らを 日々の記事 と して記録 し

てい るという意味において、 丁肋7'碗6Sは 歴史的にも価値のあ る貴重 な資料であ ること

は言うまで もない。 イギ リスの新聞では7加0∂s67∂ 〃が1791年 の創刊か ら現在 まで、 日

曜版の週刊紙 として長い歴史を持っが、他の新聞は創刊 と廃刊を繰 り返 してお り、 日刊紙

として77加 丁吻6sは 他の追随を許 していない。

本稿 は、 この200年 間の 丁肋7'伽6ε のヘ ッ ドライ ンに焦点 をあて、そのヘ ッ ドライ ンの

特徴、また言語的な変化 を概観す ることが 目的である。

1.先 行 研 究

マルチメデ ィアの発達 と共に、メデ ィアの英語に対す る関心は高まり、それに関連す る

書物 は多数出版 され ている。新聞のヘ ッ ドライ ンのみを扱 った研究 と して、Straumann

(1935)は ・世界の主要な新聞のヘ ッ ドライ ンを文構造か ら分類 してその特徴を検証 し、ま

た歴史的 な変化にっいても考察 を加えているという点 において注 目に値す るが、出版年が

1935年 であ り近年の変化については考察が行われ ていない。Mardh(1980)は 、7〕肋 τ伽6s

と∠)αめ・1協7707のヘ ッ ドラインの相違点 にっ いて文法的 な分析と共に数量的 な分析を行 っ

ているが通時的 な考察は行われ ていない。

次に、1785年 か ら現在に至 る時代 を英語 の歴史上で区分すると、1700年 以降の後期近代

英 語(LateModernEnglish)か ら、20世 紀以降 の現代英語(Present-dayEnglishあ るい

はContemporaryEnglish)の 時代に相 当す る。時代の歴史的変化に関す る研究 と しては
、
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Barber(1993)、Fasold6'α1.(1989)他 、 多数 の著 書 が あ り、特 に現 代 英 語 の変 化 にっ い

て はBarber(1964)が 、語 彙面 、音声 面 、意 味 、文 法 の変 化 に分 け て明快 に論述 して い る。

さ らに、 新 聞 の言 語 とい う言 語使 用 域 にっ い ては 、Biber6'α1.(1999)が コーパ スを使

用 した 英語 の文 法 分析 をす る際 に 、"conversation,""fiction,""newspaperlanguage,"

そ して"academicprose"と い う4つ の言 語 使用 域 に分 類 して考 察 を行 って い る こ とか

らもわ か るよ うに 、近年 で は新 聞 の 言語 が一 っ の特 徴 的 な言語 使用 域 と して確 固た る位 置

を 占め てい る こ とが わ か る。

以 上の よ うなヘ ッ ドライ ン、英 語 の歴 史的 変 化 、新 聞 とい う言 語使 用 域 の先 行研 究 を も

とに 、特 に本稿 で は 丁加7'翻6∫ のヘ ッ ドライ ンに焦 点 を絞 って初 刊 か ら現 在 まで の通 時

的 な考 察 を試み た 。

2.調 査 の 方 法

今 回 は 調 査 の 資 料 と して 、1785年 か ら1985年 まで の約15,000点 の オ リジ ナル 記 事 を

CD-ROMに 収 録 したC肱 ηg腕gT伽6sと 、1785年 及 び1800年 か ら1980年 まで20年 毎 の1

月1日 に発行 され た、 マ イ ク ロフ ィル ムに収 録 され た新 聞 記事 を使用 した。

考 察 に あた って、時 代 区分 は約50年 間 を区切 りと して 、1785年 か ら1849年 、1850年 か ら

1899年 、1900年 か ら1949年 そ して1950年 か ら1999年 の4っ の時 代 に区分 して考察 を行 った 。

3.考 察

3-11785年 か ら1849年

まず 創 刊 の1785年 か ら1849年 まで の65年 間 の 変化 につ いて概 観 してみ るこ とにす る。 創

刊 当時 の新 聞 は 、紙 面 の総 頁 は4頁 で 、1頁 か ら2頁 にか け て は殆 どが 広告 で あ り、実 際

の記 事 は極 め て少 ない。 当時 の最 も典型 的 なヘ ッ ドラ イ ンを 下記 に列 記 した。

FOREIGNINTELLIGENCE.

PARLIAMENTARYINTELLIGENCE.

LATESTINTELLIGENCE.

当時 のヘ ッ ドライ ンは現 代 のヘ ッ ドライ ンと違 い非常 に シ ンプル な名詞 句 構造 で あ り・

内容 は本 文 記事 の縮 約 で は な く記事 の種 類 を列 記す るのみ で 、ヘ ッ ドラ イ ンか ら記 事 内容

は読 み取 れ ない。 また 、ヘ ッ ドライ ンを使 用せ ず に 、新 聞紙 面 に罫 線 で区切 りをっ け て新

た な記 事 を書 く とい った形式 も数 多 く見 られ ヘ ッ ドラ イ ンの重要 性 が 感 じ られ ない。

語 彙面 で は、 現在 で は"News"が 一般 的 で あ るが 、 そ の代 わ りに"lntelligence"が 使

用 され て お り、創 刊 当初 に は"News"と い う語 は全 く使用 され て い ない。1800年 の記 事

か らは"ShipNews"の よ うに 、"Ship"に っ い て は"News"が 使 用 され て い るが ・ そ の

他 の項 目につ い ては1850年 まで を通 して"Intelligence"が 使 用 され て い る・
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ま た ヘ ッ ドラ イ ン の 最 後 に ピ リオ ドが 付 け られ て い る こ と も 、 現 在 の い わ ゆ る

``BlockLanguage"の 特 徴 か らす ると
、ヘ ッ ドラ イ ンの特 徴 が 当時 は まだ確 立 され て い

ない ことがわ か る。

次 に多 く見 られ るヘ ッ ドライ ンが下 記 の よ う な国 また は地名 に よ る見 出 しで あ る。

France

Ireland

PARIS,MONDAYMARCH11

他 国か らの 報道 と して、 国名 のみ が 記載 され たヘ ッ ドライ ンや 、地 方 か らの便 りと して

「地 名 、 日付 」 とい う例 も数 多 く見 られ た 。 また 、 た とえ ば1789年 の フ ラ ンス 革命 の 記事

は当時、毎 日の ように記載 され ていたが、"FOREIGNINTELLIGENCE"あ るいは"France"

とい うヘ ッ ドラ イ ンが 最 も多 か った 。 しか し、時 に は少 し趣 向 を凝 ら した例 と して下 記 の

よ う な例 も見 られ た。

CELEBRATIONOFTHEFRENCHREVOLUTION(15July,1789)

REBELLIONANDCIVILWARINFRANCE(20July,1789)

THEASSAULTOFTHEBASTILLE(18August,1789)

この よ うな名 詞 を等位 接 続詞 や 前置 詞 で結 ぶ構 文 の ヘ ッ ドライ ンは 当時 は数 少 ない。

また 、 以下 の よ う な人 物 、当 時 の関心 事 な どを名詞 句 で表 現 したヘ ッ ドラ イ ンも見 られ

た。

THOMASPAINE(30July1971)

LORDNELSON(14November1805)

THERIGHTSOFMAN(28September1792)

NEWTAXES(15March1798)

FEVERINIRELAND(14March1846)

語 数 の多 いヘ ッ ドライ ンは非 常 に稀 であ り、下 記 の よ うに動 詞 を使 わ な い名 詞句 のた め、

非常 に冗 長 な印象 を受 け る。

PROTESTOFLORDERSKINEAGAINSTTHEPASSINGOFTHE

NEWSPAPER.(1January1820)

DISPERSALOFTHEREFORM-MEETINGATMANCHESTERBYA

MILITARYFORCE.(19August1819)

この よ うな τ加7'伽6sの 動詞 を使 用 しない変 化 に乏 しい ヘ ッ ドラ イ ンが 当 時継 続 して

使 用 され て い た こ と にっ い て 、S槻6αy7翻 θsの編 集 者 で あ ったHaroldEvansは 、

Evans(1974:2)に お いて 、"Therewasnofiniteverbintheheadline
,...71肋7ゼ 吻6s

didnotdevelopitsearlyinnovation,norwasitcopiedinEngland .SomeEnglish

newspapersdidlettheverbintotheheadline ."と 批 判 的 に論 じて い る。
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と ころ で 、 ヘ ッ ドラ イ ンに っ い てCrystal(1988:382)は 、"TheHeadlineiscritical,

s㎜arizinganddr舗ngattentiontothestory."と 特徴づ け、またEvans(1974:Preface)

は 、"Headlinesexciteemotion."と ヘ ッ ドライ ンの特 徴 にっ い て述べ て い る。 またReah

(1998117)は 、"Headlinewritersusearangeoflanguagedevicestomaketheir

headlinesmemorableandstriking."と して い る。 この よ う な観 点 か らす る と、 当時 の

ヘ ッ ドラ イ ンは全 くそ の様 相 を呈 して お らず 、現在 の ヘ ッ ドラ イ ンとは全 く異 な った無 味

乾 燥 なヘ ッ ドラ イ ンとい え る。

以 上 の よ うに、1785年 か ら1850年 の特 徴 と して は 、記事 の種 類 の 明記 に留 ま り、名 詞句

の羅 列 で あ り、特 に ヘ ッ ドラ イ ンの重 要性 が 意識 され てい ない とい う ことで あ る。 また語

彙面 の注 目点 と しては、"News"の 代 りに"lntelligence"が 使 用 され て い ることで あ ろう。

3-21850年 か ら1899年

次 に19世 紀 後 半 の50年 にっ い て考察 を加 え る こと にす る。紙 面 は12頁 と非 常 に多 くな り

記事 は増 え るが 、創 刊 当初 と同 じ く、 は じめ の数頁 は広 告 の羅 列 で あ る。最 も多 いヘ ッ ド

ラ イ ンが 、"FOREIGNINTELLIGENCE."、"LATESTINTELLIGENCE."で あ り特 に

変化 は ない。敢 え て記述す るな ら、"COMMERCIALINTELLIGENCE."や 、"MILITARY

ANDNAVALINTELLIGENCE."、"ELECTIONINTELLIGENCE."の よ うに、記 事 の

種類 はか な り多 くな って い る。 さ らに新 しく登場 す るもの と して下 記 の よ う な例 が あ る。

SPORTINGINTELLIGENCE.(以 下 下線 は筆 者)

AMERICA.

UNITEDSTATES.

スポ ー ツニ ュー ス が登場 す る。 現 在 の"SPORTNEWS"と 違 い 、単 語 の ワー ド数 が多

い こ と もあ り軽 快 な印象 は ない 。 ま た 、"AMERICA"も 、 ア メ リ カの発 展 と共 に頻 繁 に

登場 す る よ うに な り、独 立後 は"UNITEDSTATES"と して 登場 す る。 他 の例 を 列 記 し

て み る と下 記 の よ う なもの で あ る。

THEWAR.

THEFAMINEINIRELAND.

ASSASSINATIONOFLORDF.CAVENDISHANDMR.BURKE.

実 は 、特 徴 的 なヘ ッ ドライ ンを探 してみ て も全 く見 っ か らない ので あ る・1860年1月1日

と1880年1月1日 の新 聞 を比較 してみ る と、ヘ ッ ドライ ンにっ い て は20年 も経 過 した とは 思

え ない ほ ど全 く形 式 が 同 じで あ り、変 化 が見 られ ない のが特 徴 で あ る といえ よ う。

19世 紀 後半 か ら20世 紀 に か けて は 大 衆紙 が 相 次 い で創 刊 され て い るが 、7加 丁伽6∫ の

ヘ ッ ドラ イ ンにっ い て殆 ど変 化 は見 られ ない。

Straumann(1935:96-97)は 、ヘ ッ ドラ イ ンの歴 史 的 な考 察 の 章 に お い て下 記 の よ うに
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述 べ て い る。

Butmoreimportantthantheseformsisthefactthatthepossibilityofan

earlynineteenth-centuryheadlinesewasactuallytherewithout,however,

belingdeveloped...Atanyrate,fromthepointofviewoftheheadline

reader,thenewspapersofthefirsthalfofthenineteenthcenturylook

extremelydullonthewhole.

こ れ は 一 般 的 な 当 時 の 新 聞 に っ い て の 記 述 で あ る が 、 当 然 な が ら71加 丁伽65も 同 じ傾 向

に あ る こ とが わ か る。19世 紀 の ヘ ッ ドラ イ ンは 特 に取 る に 足 ら な い も の で あ る と 言 え よ う 。

ヘ ッ ドラ イ ン の 構 文 は 、 名 詞 の み 又 は 名 詞 句 で 特 に 前 置 詞"of"を 使 用 した も の が 大 半

で あ った 。

3-31900年 か ら1950年

次 に20世 紀 前 半 の50年 の変化 を考察 す る。 この時 代 に な る と徐 々に変 化 の 兆 しが現 れ て

くる。1900年 か ら数 年 は ほ とん ど変 化 が ないが 、1912年 に起 きた タイ タ ニ ック号 沈没 の事

件 にっ いて は、 イ ギ リス人 に と って最 も関心 の 深 い記事 で あ った よ うで あ り、 日々刻 々 と

変 化す る報 道 内 容 と共 にヘ ッ ドライ ンも多少 の変 化 を観 察す る こ とが で き る。

PLIGHTOFTHEVESSEL(16April,1912)

ICEBERGSINTHEATLANTIC(16April,1912)

THEKINGANDQUEEN'SSYMPATHY(17Apri1.1913)

文構 造 と して は従 来 と代 わ りが な いが 、"sympathy"の よ う な感 情 的 な語 彙 も使 用 され

るよ うに な って い る。 また新 た な試み と して動 詞 が登 場す る。

TITANICSUNK.(16Apri1,1912)

HOPEOFFURTHERAIDABANDONED.(17Apri1,1912)

DETAILSSTILLLACKING.(17Apri1,1912)

ONLY868PASSENGERSPICKEDUP.(17Apri1,1912)

上 記 の例 は、 受動 態 と して のbe動 詞 の省 略 形 あ るい は形 容詞 句 と考 え られ るが 、 いず れ に

して も動 詞 を使 用 す る ことで 、よ り躍 動 的 な印象 を受 け るヘ ッ ドラ イ ンへ と変 化 して い る。

これ は当時 と しては依 然 と して稀 な例 で あ り、 名詞 句 ヘ ッ ドライ ンが主 流 で あ るが 、変 化

の兆 しを感 じる例 で あ る。 また 、 第3番 目の例 の よ うに 、"only868passengers"と い う

具 体 的 な表 現 も新 た な特 徴 で あ る といえ よ う。 また 他 の例 と しては 、下 記 の よ う なも のが

あ る。

FRANCEINVADED.(3August1913)

WARDECLARED.(5August1914)

DUSTREPLACESMUD.(10June1915)

121

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

野波 侑 里:7'加7'舳 θ∫のヘ ッ ドラ インの変化 に関す る一考察

従 来 は 、"FRANCE"、"THEWAR"と1語 で示 され てい た も の に動詞 が 加 わ るよ う に

な って い る。"WAR"の 前 の冠 詞 が省 略 され 、簡 潔 に な って い る こ と も注 目に値す る。

Quirk6'α1.(1985:1313)は 、"Theomissionofthearticlesisoneofthedevices

usedinheadlines..."と 冠詞 の省 略 にっ いて は ヘ ッ ドライ ンの特 徴 と して採 り上 げ て い

る。 以後 、 ます ます この傾 向は 多 く確 認 され るこ とに な る。

次 に、1920年1月1日 の 記事 を 見 る と、ヘ ッ ドラ イ ンの 活字 の ポ イ ン ト数 が大 き くな り、

また 挿絵 が登場 す る ことに よ り視 覚的 に もか な り見や す い新 聞 とな って い る。 さ らにヘ ッ

ドラ イ ンは以下 の よ うな形式 を採 り、読 者 の 目を引 く レイ ア ウ トと な った 。

THEMOULDERS'STRIKE.

CONFERENCETOBE

RESUMED.(1January1920)

まず 大 見 出 しが あ り、 そ の次 に罫 線で 区切 り中見 出 しが 表 示 され て い る。 そ の他 の例 を

下 記 に、 「大 見 出 し一中 見 出 し」 とい う形 式で 表示 した。

FRANCE'SCOALPROBLEMS.-CONGESTIONATTHEPORTS.

"ROLLS -ROYCEOFAMERICA ."-NEWCHASSISFACTORYIN

MASSACHUSETTS.

TOSAVESIBERIAFROMCHAOS.-JAPAN'SINTERVENTION.

従 来 は 、前 置 詞OFを 使 用 した 表 現 が大 半 で あ った が 、属 格 の表 現 に変 化 して い る こ と

が わ か る。 また具 体 的 な内容 のヘ ッ ドラ イ ンが 急激 に増 加 して い る。

この頃 に な ると"INTELLIGENCE"と い う表 現 は消滅 して いる。 それ に代わ り"News"

が 使 用 され て い る。

SportingnewsHUN「HNGLEAGUEFOOTBALLGOLF

上記 の"Sportingnews"の よ う な見 出 しは大 見 出 しとな り、 そ の下 位 区分 と して具 体 的

な競 技 の 中見 出 しにな る とい う現在 と同 じ形 式 に変化 して い る。

また 別 の特 徴 的 な表現 に以下 の よ う な例 が あ る。

"YOUMUSTSIGN"(31May1919)

WHATCANGERMANYPAY?(28September1922)

引 用符 を使用 した ヘ ッ ドラ イ ン、 また疑 問文 のヘ ッ ドライ ンが初 出す るの であ る。1940年

に な ると 、挿 絵 に加 えて写 真 も掲 載 され る よう にな り、 ヘ ッ ドラ イ ンに もまた 新 た な変化

の 兆 しが見 られ る。

ImperialandForeign-HITLERENRAGEDBYBRITAIN

"ALLOUT"AIDFROMU .S,-TWODISSENTIENTS

TWINMOVEMENTINJAPAN-NEWPOLICIESABROADANDAT

HOME
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ヘ ッ ドラ イ ンの活 字 は さ らに大 き くな り、紙 面 のス ペ ー ス の都 合 で"News"が 省 略 さ

れ る ことや 、"UnitedStates"と 表 現 され て いた 見 出 しが"U.S."の よ う な省 略 形 で 表

示 され て いるの も注 目に値す る。 この省略 形の普 及 にっ い て、Barber(1964:97-98)は"The

GrowthoftheVocabulary"の 章 で"Initials"と い う節 を設 け て 、英 語 の歴 史 的変 化 に

お け る一 つ の特徴 と して採 り上 げ て い る。

以上 の よう に、20世 紀 の前 半 は 、徐 々に躍 動 的 なヘ ッ ドライ ンへ と変 化す る兆 しを見 せ

た 時代 で あ る と言え よ う。

3-41950年 か ら1999年

最 後 に 、1950年 以 降 か ら現 在 に至 る ヘ ッ ドラ イ ンに っ い て考 察 す る。1960年1月1日 の

記 事 か らヘ ッ ドラ イ ン を 列 挙 す る。

STUDENTSPUTONREGISTER

M.PINAYTELLSOFSPILTWITHMINISTERS

SOVIETWRITERSAYSIDEOLOGYISNOTALL

SANDORUNSINKENTRACE

FACINGRACINGJUNIORFAILS

ま ず 、 能 動 態 の 動 詞 が 多 用 さ れ て い る こ とが 特 徴 で あ る と い え よ う。 従 来 は 受 動 態 あ る い

は 名 詞 を 修 飾 す る 形 容 詞 句 と 判 断 さ れ る分 詞 の 使 用 が 大 半 で あ った が 、 こ の 頃 か ら は 能 動

態 へ と 変 化 して い る。

と こ ろ で 、 新 聞 各 社 は 、 新 聞 の文 体 を統 一 す る為 に 、 執 筆 す る記 者 に 対 す る ス タ イ ル ブ ッ

ク を 作 成 し て い る 。 丁加7'翻 召sの ス タ イ ル ブ ック で あ るJenkins(1992:10)の 中 の ヘ ッ ド

ラ イ ンに 関 す る項 目の 全 文 を 引 用 し て考 察 す る こ と に す る。

HEADLINES

Headlinesarejournalismatitsmostrefined.Theymustencapsulateboth

themessageofanarticleanditsstampofquality.Theyareacutely

vulnerabletomistakes,solecismsandclich6sandrequiregreaterattention

thananytext.Theoldrulesarethebest:alwaysuseanounandan

activeverb;avoidadjectivesandmodifiers;useconcretenotabstractnouns;

expressonemessage,nottwolinkedbyatiredconjunctionlike"as"(unless

thelinkisdramatic:"NerofiddlesasRomeburns").Omittitlesandtry

toavoiddefiniteandindefinitearticles,numbersandinitials.Aboveal1,

avoidheadlineclich6s:"getunderway","setto","looms" ,andhyperboles

suchascrisis,crash,snub,hit,slam.

ヘ ッ ドラ イ ン に っ い て は 動 詞 、 名 詞 、 形 容 詞 や 修 飾 語
、 接 続 詞 あ る い は 冠 詞 の 用 法 に っ い
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て厳 し い条 件 を 設 け て い る の で あ る。 時 代 的 に 概 観 して み る と 、 こ の20世 紀 後 半 に な って

は じめ て 、 こ の よ う に ヘ ッ ドラ イ ン の 重 要 性 が 明 確 に な っ て き た こ と が わ か る。 特 に こ の

1960年 に は 大 衆 紙 で 人 気 の 高 い ∠)α∫1yルZαπ、1964年 に は 大 衆 紙 と して の7'hθS襯 が 相 次

い で 創 刊 され て い る こ と も あ り、 従 来 の 単 純 な ヘ ッ ドラ イ ンで は 読 者 の 注 目を 向 け る こ と

が で き な い こ と も 悟 っ た の で あ ろ う 。

丁加7'珈6sは 、 そ の 世 界 的 な知 名 度 に もか か わ らず 、 発 行 部 数 は 常 に 伸 び 悩 ん で きた 。

こ の 問 題 に っ い て 歴 代 の 丁加7下 伽6∫ の 編 集 長 は様 々 な 趣 向 を凝 ら し て き た 。IanRobinson

(1973:99-145)は 、 そ の71肋7'翻6sの 変 化 にっ い て"TheVulgarizationof`TheTimes'"

と い う論 文 の 中 で 鋭 く指 摘 し て い る。 特 に こ の20世 紀 後 半 の 変 化 に っ い て 、"TheTimes

hasbeentwicerevolutionizedsince1965..."と し 、 紙 面 の レ イ ア ウ ト、 ペ ー ジ 構 成

の 変 化 と ゴ シ ッ プ ニ ュ ー ス の ス ペ ー ス の 拡 張 を 挙 げ て い る 。 さ ら に 文 体 に っ い て は

"P
rosestylewaspepPedup."と し 、 これ に よ り、"Byanotverystrangecoincidence

T肋 丁競6ssharedthatlastheadlinewiththeDα め ・1晩7707."と7'加7'伽6sが 大 衆

紙 と 同 じ よ う に な って しま っ た と嘆 い て い る 。 最 後 の 章 で は 以 下 の よ う に 述 べ て い る。

TheTimeslostits`senseofresponsibility'anditspictureoftheworld

atthesamemomentof1966inwhatIhavebeencallingthedisintegration

ofits`totallanguage'.ItisperhapssurprisingthattheoldTimessurvived

solongintotheanti-eliteage;andcertainlyitneededtochange....Bel1's

determinationthatthepaperappealto`thebettereducatedportionofthe

public'haddescendedintothenauseoussloganTOPPEOPLETAKETHE

TIMES.(IanRobinson1973:143)

こ の よ う に 、 発 行 部 数 を 伸 ば す 為 の 変 化 に 批 判 的 な 見 解 を 示 し て い る の で あ る。

さ て 、 話 を 戻 して1960年 以 降 の ヘ ッ ドラ イ ンを 考 察 してみ る こ と に す る。1980年1月1

日 の 新 聞 で は 以 下 の よ う な 例 が 見 られ る 。

MrBrezhnev`1iedtoWhiteHouse'overAfghancoup

200Soviettroopsbelievedkilled

Chiefconstablesseektougherpenaltieson`hitandrun'drivers

DrWaldheimtomeetministerinTeheran

UShelpforAfghanrebelsthreatenedRussia,Pravdasays

こ の1980年 以 降 の ヘ ッ ドラ イ ンは 、 現 在 の ヘ ッ ドラ イ ン と 同 じ構 造 を し て い る 。 上 記 の 第

1番 目の ヘ ッ ドラ イ ン が 、 当 日の トッ プ ニ ュー ス と し て 最 も 大 き な活 字 と して 登 場 す る。

こ の よ う に トッ プ ニ ュ ー ス が 決 定 さ れ る の も 当 時 か ら の 特 徴 で あ る と い え よ う 。 また 、19

世 紀 の ヘ ッ ドラ イ ンで は 前 置 詞 は"of"あ る い は"in"で 結 ば れ た 構 造 が 大 半 を 占 め て い

た が 、 こ の 頃 に な る と 短 い ス ペ ー ス の 中 に 内 容 を 凝 縮 す る た め に 、"over"、"on"、"for"
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な どの前 置 詞が 効果 的 に使 用 され てい る のがわ か る。

最 後 に1999年1月1日 のヘ ッ ドライ ンを列 挙 す る。

Eurodreamtransformedintoreality

Blairsaysclasswarisover

Africandrivermaybecharged

USworkerssettobreakpowerstrike

PetrescucomestoChelsea'said

上 記 の第1番 目のヘ ッ ドラ イ ンが トップニ ュース で あ り、第2番 目以 降 は順 に 、"Britain

News,""WorldNews,""BusinessNews"そ して"SportNews"で あ る。 非 常 に簡 潔

明快 に 、ニ ュー ス の核心 を表現 して い る ことがわ か る。 ヘ ッ ドラ イ ンを見 た だ けで ニ ュー

スの 内容 が 明確 に想 像で き るので あ る。1980年 と文 構造 にっ い ては ほ とん ど変 化 は見 られ

ない が 、使 用 され てい る動 詞 をみ る と、 トップニ ュース の"set"や"come"な ど、 よ り

簡 潔 な語 を 好ん で使用 す る場 合 が 多 くな ってい るの がわ か る。

以上 の よ う に、20世 紀 後半 か ら現 在 に至 る時代 は 、 ヘ ッ ドラ イ ンの最 も激 し く変 化 した

時代 で あ る こ とが 検 証 され た。

4.お わ りに

丁肋7'伽6sの ヘ ッ ドラインにっいて、通時的な変化の考察を試みたが、英語の歴 史と

いう観点に立っ と200年 間という非常 に短い期 間で あり、言語 の変化 と して特 に多大な変

化が起 こった時代とは言えないが、新聞の言語 という言語使用域 の特にヘ ッ ドラインとい

う範疇だけ を採 り上げてみ ても語彙面、文構造面に様 々な変化が検証された。特 に、 この

50年 間には顕著 な変化が考察されたが、その理由と して、近年 のラジオ、テ レビなど多様

なメデ ィアの発達 と共に、読者が情報収集す る手段 と しての新聞の役割が変化 したことが

大きな要因であることは言うまで もない。現在のような慌 しい時代において、新聞は、 じっ

くり腰を据えて読む読者の為だけでな く、ヘ ッ ドライ ンを見るだけで 日々の最低 の情報を

手に入れることができるという読者のニーズが重 なって、近年のヘ ッ ドライ ンは急激 な変

化 を遂げたのではないだろうか。また英語 自体 、時代の様 々な影響 を受けて、言語使用域

をさ らに拡大 しなが ら日々、確実 に変化 しているといえよう。
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